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モデル ランダム効果モデル 方法  Inverse-variance method
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CQ2 乳癌未発症のBRCA 病的バリアント保持者に対し，両側リスク低減乳房切除術（BRRM）は推奨さ
れるか？

BRCA1/2生殖細胞病的バリアント乳癌未発症者 両側リスク低減乳房切除術（BRRM）

BRRMを行わなかった者 乳癌発症リスクの低減効果
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Forest plot

コメント： 対象論文6本中、14981104 (Rebbeck 2004)に関してはBRCA1, 2別のイベントの記載がな
く、5本でメタアナリシスを行った。BRCA１遺伝子変異陽性患者において、BRRMにより乳
癌発症リスク低減効果が認められている（RR 0.07 95% CI 0.02-0.28)。なおI2=70%であり、
統計学的な異質性は中等度である。

Funnel plot

コメント： Egger's testの結果ではp値は0.05より大きい（p=0.982）が、Funnel Plotの分布からは出版
バイアスの可能性は否定できない。

その他の解析 コメント：

メタリグレッ
ション

感度分析
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